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1 章を当てて検討してゆく。第 1 章「貨幣と所得分配J では，物価変動と所得分配の関係を，











































































動態的均衡経路の手法に倣って， (1)高蓄積=高利潤型， (2川底蓄積=低利潤型， (3川底蓄積=高利





























































































































































う意味ではなし著者も第 1. 2 章でこの問題を扱っていた。但し，ここでも敢えて蛇足的な
ことを言わせてもらうと，例えばロビンソンに出て来る金利生活者などは，現在の日本では，
何に該当するものと考えたらよいのだろうか。イギリスには相応の現実的実体があるとして，
これを日本に導入して行くときには，どのような対応関係を見いだせばよいのか。さらにロビ
ンソンは別としても，ポスト・ケインズ派一般が問題にする分配は，周知の通り，賃金と利潤
の聞の機能的分配である。この利潤の中から，労働者への利子や配当支払い分を移転させれば
階級間分配とつなげることができるが，これがなかなか困難であることが，ポスト・ケインズ
派分配論の悩みの種であった。
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ところで，評者は以前から，これとは少し違う角度からの問題点を，カレツキが次のように
記していたことが気になっていた。すなわち， r企業集中が進行した結果，共通費と利潤の合
計に占める俸給の重要性がますます増大しているので，所得に占める賃金と俸給の相対的分け
前の長期的変化の分析に所得分配の理論を適用することは困難であろう J (r資本主義経済の動
態理論j 邦訳76ページ)。どういうことかと言うと，今日，所得分配を論じるためには， 19世
紀的な肉体労働者中心の wage (つまり賃金)と利潤ではなく，大部分がサラリーマンである
以上 salary (つまり給与)を含めた労働者所得と利潤との関係を問わなければならないはず
だ。しかし，この給与というのは，賃金と比べてはるかに企業組織の内部において，つまり市
場にとっては外部において決定されるものである。つまり所得分配の主舞台は，外的状況から
ある程度機械的な結果を導きうる市場から，個々の企業に固有の事情や意思決定の恋意性を非
常に受けやすい，企業組織の内部に移っているといフことである。先のカレツキの文言は，こ
うした事情から，市場的決定を軸とする所得分配論の歴史的限界を表明したものと思われるが，
現在のポスト・ケインズ派はこの問題をどう受け止めるのか。著者もおそらく一家言あるに違
いない。
もっと色々な点を取り上げたいが紙幅が尽きてしまった。評者自身の関心を勝手に優先させ
てもらい，必ずしも著者の主旨に沿わなかったかもしれない。いずれにせよ，読後感の爽やか
な，かつ水準の高い一書である。著者の次書を待ち遠しく思うのも，おそらく評者一人ではな
いだろう。
-79 -
